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教員養成教育における生徒会活動に関する授業の課題十

一大学における実践事例をもとにー

大日方真史食

三重大学教育学部安

生徒会活動は，中学校と高等学校において教育課程上「特別活動」の内容の一つに位置づけられてお

り，その課題は，生徒たちが学校生活をよりよくするための活動へと実際に参加することによる実践

的な学習の保障である．当然ながら，この課題へのアプローチには，そうした活動や学習を促す教師の

指噂が欠かせない．したがって，大学の教員養成教育においては，そうした指導が可能な教師を育てる

ことが課題となる．

筆者は，生徒会活動に関する大学授業を担当しており，受講生のうちに生徒会執行部役のグループ

と教師役のグループを設け，両グ‘／レープに所属する学生以外の受講生も含め，相互に交流しあう活動

に取り組んでいる．本稿は，この筆者による授業の事例をもとに，教員養成教育において生徒会活動に

関する授業にし、かなる諜題があるかを探るものである．

キーワード： 生徒会活動，特別活動，教員養成教育，主権者教育，シティズンシップ教育

1. はじめに

18歳選挙権の実現も一つの契機として，特に中等教育段

階の学校教育において，主権者教育や‘ンティズン、ンップ教

育の名のもとに，社会参加・政治参加する主体の形成に害

与する実践の追求が盛んになってきてしも（企国民主主義

教育研究会編 2016，宮下 2016，など）．そうした実践の一

つの課題は，学校においていかに生徒に対して参加経験を

保障しうるかという点にある．むろん，この課題自体は，これ

までも重要であり続けてきたわけであり，実践が蓄積されて

きた歴史がある生徒会活動は，そうした実践の一つの中心

的な場である．

生徒会活動は，中学校と高等学校の学習指導要領におい

て，特別活動を構成する内容のーっとして位置づけられて

いる 1).現行の学習指導要領に示される生徒会活動の目標

は，「生徒会活動を通して，望ましい人間関係、を形成し，集

団や社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画し，協

力して諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度を育

てるJ2)ことである．ここに示されている，生徒による実際の活

動への参画や問題解決の意義は，先ごろ発表された，次期

学習指導要領に向けた中央教育審議会の答申でも強調され

ており（中央教育審議会 2016），学習指導要領改訂を経て

も重要課題として位置づけられると考えられる．

このように，生徒会活動とは，教育課程上の位置づけがあ

り，したがって，公教育においてひろく生徒たちにその経験

が保障されるべき活動である．また，活動の内実には，生徒

たちの具体的な活動や実践が課題となるという特質がある．

しかしながら，よく聞かれることであるが，生徒会活動は一

般的に停滞してしも状況にあり，長らくその活性化が課題と

なっている．筆者の担当している授業においても，多くの学

生からきかれるのは，生徒会役員とその他の生徒とが事離し

て諸活動とその経験とが共有されず，役員以外には生徒会

活動の内実や意義が見えていないとし、った実態で、ある．

このことは，生徒会活動指導の担い手としての教師におい

て当の活動経験が不十分であるという問題の所在をうかがわ

せるつまり，全校での活発な生徒会活動を中学生時代や

高校生時代に経験することのなかった大学生たちが，教職

課程を経てやがて教師になっていくということの問題で、ある 3),

この問題に対して，教員養成教育ではいかなる課題を引き

受けたアプローチが可能でらあろうか．中学校や高等学校の

全生徒に生徒会活動の経験を十分に保障しうる実践の担い

手を育てるためには，教員養成段階のカリキュラムに位置づ

けられた授業におけるし、かなる取り組みに意義があろうか．

本稿では，具体的な実践事例をもとに，こうしたことを探究す

る．取り上げる事例は，筆者の担当した授業実践である．

以下，取り上げる実践について説明し（2），その経過と成

果（3），受講生における経験（4）を紹介したうえで，考察を加

えることにする（5).
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2. 対象の実践事例

2. 1. 「模擬生徒会活動」の取り組み内容

木稿で取り上げるのは，三重大学教育学部において

2015年度と2016年度に計7つ開講され，筆者が担当した

半期科目「生活指導論／特別活動論IIJの授業5国分の期

間における活動の一部で『ある-0.

当該の期間には，生徒会活動と学校行事に関わる模擬授

業と名づけ 5）， 各授業の受詳長者を一つの学校の構成員に見

立て，中学校や高等学校における組組tや役割をその学校に

置いたとの想定のもと，活動を展開した．活動は，各役割を

担うグノレープを単位にして進められた．グノレープ分けは，担

当教員で、ある筆者が機械的に行った．各グループは，3名

から5名で構成されている．クツレープは4種あり， Eグルー

プが「生徒会執行部j役，Tグノレープが「教師j役，Cグノレー

プが「学校行事実行委員会』役，Pグループが「広報委員会j

役である．このうち，Tグ〉レープ，Cグ、／レープ，Pグ、ループは，

各授業の受講者数により複数設定することもあった（その場

合，Tl，τ'2,T3など、と数字を付してクツレープを設定した）．

以下，本稿では，この活動を，「模擬生徒会活動・学校行事J

と呼ぶことにする

この「模擬生徒会活動・学校行事」を実施した 7つの授業

の詳細は，表1のとおりである．なお，以下の分析・考察での

便宜のために，各授業にアからキまでの記号を付す．

表1各授業の詳細

記号
開講 受講者 グループ数

年度 数 E T c p 
ア 2015 60 3 3 5 

イ 2015 70 3 3 7 
ウ 2015 29 2 2 

エ 2016 72 4 4 6 

オ 2016 21 2 2 2 
力 2016 51 3 3 6 

キ 2016 20 2 

各グループ。の主な役割は，次のようなものであり，これは，

各国のグγレープご、とのスケジューノレとともに，授業内で受講
生全体に対して説明した．すなわち，Eグループの役割は，

①要望の集約と教師宛要望書の作成・発表，②教師側｜から

の回答書へのコメント・発表，である.Tグノレープの役割lは，
①執行部からの要望書への回答，②担当する行事の指導，

である.cグループの役割｜は，学校行事の企画（運営），であ
る.Pグループの役割は，①生徒会活動経験の調査，報告
害作成，発表，②通信（各グ＇；レープの進行状況の取材結果，

発表内容のまとめ等）の作成・発行，である．

これらの各グル←プの役割は，Eグループの①②とTグ

ノレープの①や，Tグノレープの②とCグループの役割が直接

関連したり，Pグループの②が企グループと関連したりとし、
ったように，異なるグ、／レ←プが関わりながら全体が構成され

るように設定されている．この活動は，教師役の Tグループ

に所属する学生のみならず，生徒役のE,C,Pの各グノレー

プの学生においても，各グ‘ループで、の問題解決に取り組み

つつ，役割に即してグループ問で交流することにより，大学

授業の範囲内で可能な限り，実践的で体験的な生徒会活動

と学校行事に関する学習を実現することを目的に設定した．

本稿では，以下，上記の「模擬生徒会活動・学校行事j全

体の各グループの役割のうち，生徒会活動の重要課題であ

る「問題解決」に最も直接的に関与する活動として，Eグルー

プの①②と，Tグ、ループの①に相当する活動を取り上げる．

以下，本稿ではこの活動を「模擬生徒会活動Jと呼ぶことに

する

この「模擬生徒会活動Jは， との期間全体のはじめに，次

のような問いを提示し，聞いへの答えを受講生が各自ペー

パーに記入して提出するという導入からはじめられた

この大学をさらに学びやすかったり，生活しやす

かったりするところにするために，どこを変えたらい

いか，変えてほしし、か

各授業では，出席者全員が上記の問いへの回答を記入し

たのち，筆者がペーパーを回収した．続けて，前述のグ‘ノレ

ープ分け，各グノレープの役割とスケジューノレの説明まで、を

全体で‘行った．その際， Eグループの役割については，回

収されたペーパーを受け取り，これを「要望Jとして集約し，

「教師」（役のTグノレープ）に宛てた要望書を作成するとし、う

ことでみると説明した．そのうえで，各グ〉レープで・の作業に移

った．

このI模擬生徒会活動Jは，4回分の授業で展開された．そ

のスケジューノレは，表2のとおりである（第1回，第2回等と

表に示されているのは，この活動に関する回数であり，授業

全体を通した回数ではなし、）．表 2に示されてしもように，E

グループには，第 3固までに要望告吾作成して全体に発表

することが求められている.Tグループには，その要望書を

受けて回答書を第 4固までに作成して全体に発表すること

が求められている．そして，回答書に対するコメントを第4回

のうちにEグループが作成・発表する，とし、う展開である．

以上の展開の過程で，要望書を受け取ったTグループに
対して，筆者は，回答舎を作成するにあたり自分たちの考え

だけでは判断できなし、ことがあれば，必要に応じて関係する

学内の機関・剖l署に聴き取りに行くことを求めた．
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表2 Eグループ・Tグループのスケジュール
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なお， f模擬生徒会活動・学校行事」の期間には，前述の

4種のグツレープそれぞれの役割に沿った活動のほか，閉じ

グ、ノレープ内で、取り組むものとしてs生徒会活動と学校行事に

関する理論と実践を取り上げたペーパー課題を設定した．ま

た期間の最後に，ペーパー課題とf模擬生徒会活動・学校行

事jの全体をふまえた講評の時間も設けた．このうち，ペー

パ一課題は，「模擬生徒会活動・学校行事Jで・は，例えばE
グループから要望舎が届くまで、はTグノレープは回答書作成

の作業ができないなどといったように，グ、ノレープごとに空き

時間が生じることがあるため，そうした時間にグループご、との

判断で進められたとのペーパー諜題への取り組みと，「模

擬生徒会活動・学校行事Jにおけるグループ内活動，グルー

プ間交流，全体発表により，ォ。隔で、主に焦点、をあてるEグル

ープ・Tグツレープ以外のグループに所属する学生を含め，

受講者全員の生徒会活動と学校行事に関する学習を保障

することが授業の目的である．

2. 2. 実践構想の背景

上記の授業実践は筆者のまったくのオリジナノレとし、うわけ

ではなく，種々の先行実践の影響を受けて構想されたもの

である．ここでは，そうした先行実践のうち，構想、にあたって

直接的に大きな影響を受けた 2つの実践（It、ずれも大学教

育の実践）を示しておく．

まずは，宮下聡の実践である．宮下（2014）は，大学で自

身が担当する生徒会活動に関する授業において， 「この大

学をさらに学びやすく生活しやすいするところにするために，

どこを変えたらいいか，変えてほしし、か挙げてみましょう」と

いう課題を示した実践を紹介している．それによれば， 当該

課題に対して学生から多数の意見が出されたことを受け，宮

下は「グPチを言っておしまいにするのか，それとも改善に向

けて何かアク、ンョンを起こすのか・・・． と、うやったら希望が実

現するのか，それを考えてみてくださいJと，次なる課題を提

示している．これは，宮下のf一人ひとりが意見を言って話し

合い，不満を要求に変え，カをあわせて生活環境をよくして

いむことが件訴ljで、あり民主主義の基本Jだとしウ考えに基づ

くものである．宮下は，不便や改善すべきと感じることがあっ

ても，個人的に「お腹晶、Iにしてか，自分だけ何とか工夫して

乗り切るか，我慢するか，という選択肢を採用するという学生

たちの現状を捉え，その原因が，学生たちの受けてきた生徒

会活動をはじめとした諸活動にあると指摘している．

宮下が授業において提示した1つ目の課題が，筆者の授

業に直接的な影響を与えている筆者もまた，学生たちの生

徒会活動の経験に関して宮下と同様の問題意識をもってお

り，授業内の課題に関する影響を宮下の実践から受けたの

である

一方，筆者の授業の活動プロセスに要望書作成を組み込

むとしづ構想にあたって影響を受けたのは，古里貴士の実

践である．古里（2011）は，教員の専門性として「自治を行な

うための力量1をあげ，教員養成段階でもこれの形成に取り

組むべきであるとしたうえで＼総合演習の授業での自身の実

践の紹介と検討を行っている．古里の実眠法た，学生たち

の大学に対する意見をもとに展関されたもので‘ある．この古

里の実践では，あるタイミングで古里の働きかけを介して，学

生たちから「大学に対する不満が噴出した」ことを契機に大き

く展開してしく．古里は，「自分たちの置かれた状況を調査し，

その改善を大学に提案することを，この演習で取り組んでみ

たらどうかJと学生たちに持ちかけ，生活をよくするための要

望書づくりに取り組む実践の展開を促している．その後，学

生たちは，古里のサポートも得ながら，不満の内容と傾向の

洗い出し，授業外での同大学所属学生へのアンケートの実

施・集計，出された意見の吟味を経て，要望害の作成を行っ

ている．その後，さらに，この要望書を学部当局に示す懇談

会の実現へと至るのが古里の実践である．

以上の2つの先行実跡乃影響を受けつつ，筆者は，耕市

としての生徒会活動の指導に向けてより直接的に課題意識

を形成しうる試みであると考え，教師役を設定する模擬授業

のかたちで前述の活動を構想したということである．

さて， 当該の活動に取り組んだ筆者の授業は前述のとおり

7つあるが，それらすべての活動の経過と成果を取り上げた

考察は，本稿の限界を超えるものである．そのため，教員養

成課程の必修科目では授業あたりの受講者数が多くなりが

ちな状況に鑑みて，木稿では以下，例を挙げる際には，受

講者数が最大で、あったエの授業のものを用いるととにしたい

3. 活動の経過と成鳥（要望書と回答書

3. 1. 要望書の作成

各授業のEグループは，様式をインターネット上で・探すな

どしながら，要望書を作成した．ここでは，まず，作成された

要望舎の例として，エの授業の Eグ、ループによる要望舎を

示すこのグループが作成した要望書は，全9項目（うち 2

項目は5項目自のサプの項目）からなり，方儲支・設備に関す

るもの，授業開講に関するもの等かけ再成されている．
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平成28年O月O日｜ ｜す．
Tl-'f4様

Eグ、ループ（生徒会執行部）

要望書

日頃より，よりよい学校生活の実現にご尽力くださり，ま

ことに感謝申し上げます．さて，先日さらによい学校生活

を送れるよう学生にアンケート調査を行ったところ，たくさ

んの回答をいただくことができました．その中からしてつ

かの要望をヒ。ックアップしました．ご検討いただけますよう

ご確認のほどよろしくお願いいたします．

0要望事項
1.履修登録を自由に

現在の状況においては，必修授業に関して抽選が行わ

れることが多く，単位取得に影響が出ている学生もいるた

め，改善手段をご検討ください

2.図書館を始業前から

始業前に開館していただくことにより，学生の学習環境

や学習時聞が増え，より質の良い生活を送れるよう改善し

ていただきますようお政恥、いたします．

3.建物の中での自動販売機の設置

水分補給をする際に建物内に設置されていることで，移

動時聞が短縮され，学習時聞を確保できますので，ご検

討をお願いし、たします．

4.ロッカーの設置

ロッカーを設置することで授業に必要な荷物を不要時に

預けることで，教室内のスペースを確保でき，学習活動を

よりスムーズにできますので，ご検討をお願し、いたしま

す．

5.トイレに関する改善点

①ジェットタオルの年中使用

学生に限らず，学外からの来客も使用できないので，

不便なことがおこってしまうため，ご検討をお願いいたし

ます．

②暖房便座のOFF期間の短縮

5月ではまだ気温が安定しておらず，暑い日も寒い日

もあるため，便座の温度は一定でもよいのではと考えて

おります．

6.白転車置き場の屋根の設置

自転車置き場に屋根を設置することで，河童を着用する

スペースが確保できます．

7.竿窃を18時まで

学務を18時までにすることで， 1～5コマまですべて授業

がある学生でも，必要時に学務を利用することができま

8.メープル紛の1階の利用方1却コ改善
メープルの1階に講演などで使用する以外は学習でき

るスペースとして利用できるようにすることで，学生が学習

しやすい環境を整えることができます．

次に，7つの授業のEグ、ループが作成した要望書にいか

なる項目があげられているのかを示す．ただし授業ごとの

要望宮の総項目数をみると，アが 11，イが81，ウが7，エが

9，オが3，カが54，キが12であり，項目数が多い要望書が

複数作成されたため，次の仕方で示すことにするすなわち，

7っすべての要望害にあげられた全項目について重復する

内容の項目をまとめたうえで， 2つ以上の要望書で‘共通して

挙げられた項目について， 「施設・設備とその利用」， 「食堂・

売店J，「授業の開講形態と内容・方法j，「連絡・窓口体制jと

いう4つのカテゴリーに分類し，授業ごとに一覧にしたものを

示す（表 3.0印の付された項目が，当該授業で作成された

要望書にあげられたものである）．

表3 各授業の要望書の項目

縄 婁

【施殴・Ii備とその利用】 ア イ ウ Zこオ カ キ

自習スペス、ワークスペスの増設 。。。。 。
駐輪場への屋根設置 。。。 。
図書館開館時間の延長 。。。 。
学生用PCの増設 。 。。。
個人ロッカーの設置 。。 。
自動販売機の学部校舎内設置 。 。 。
学生による空調調節 。 。。
入構可能時聞の延長 。。
印刷機・コピー機の増設 。。
休憩スペースの増設 。 。
インターネット環境の整備・強化 。 。
教室の拡充、大教室の僧設 。 。
トイレのハンドドライヤーの起動 。。
自転車貸出制度の新設 。 。
道路整備・舗装 。 。
図書館蔵書の充実 。 。
全学生へのPC／タブレッ卜端末の配布 。 。
【食堂・売店】 ア イ ウ ヱ オ カ キ
売店の増設 。。 。。
食堂スペースの鉱大 。。 。
食堂の低価格化 。。 。
食堂の増設 。。 。
食堂メニューの改善 。。
売店の低価格化 。。
【鰻乗の開講形態と肉容・方法】 ア イ ウ Zこオ カ キ

受講者制限の改善 。。。。 。。
授業内容・復業方法の改善 。 。。
授業開始時刻の繰り下げ 。 。
休み時間の延長 。 。
【連絡・窓口体制】 ア イ ウ Z二オ カ キ

インターネットよでの情報掲示の強化 。。 。

62ー



教員養成教育における生徒会活動に関する授業：の記l!題

3. 2. 回答書の作成

Tグループが複数ある場合，要望舎の項目を分担して回

答書作成の作業を行っているととが多かった．回答書作成に

あたって7つの授業のTグループのメンバーは学内の関連
する機関・部署を訪れて聴き取りを行ってくることがあった．

聴き取りに訪れた先としては，教育学部事務室の学務担当と

総務担当，附属図書館，財務部の財務チーム， 三重大学生

活協同組合，環境・情報科学館，勃骨情報部の情報・図書館

チーム，学部教員，などがある．いずれも，各授業のTグル

ープが独自に考えたり探したりしてきた聴き取り先である．

要望書がそうで、あったように，回答書も 7つあわせると大

部であるので，ここでは，3.1で示したエの授業での要望害

に対して，TlからT4の4つのグループが分担して作成し

た回答舎から，4つ以上の授業で共通してあげられた項目

に対する回答で＼かつ，Tグノレープが実際に関係機関情fl署

を訪れて作成された回答を，例として紹介する．

まず，要望書の 1項目目にあげられていた，f受講者制限

の改善」の項目に対する，次の回答である．これは，Tlグ、ノレ

ープによるものである．

学務の方にお聞きしたところ，教育棟一号館の教室

のキャパが90名程度であるため，授業の受けやすさ

などを考慮した場合，どうしても抽選をして受講制限

をする必要があるために抽選からもれてしまう人が出

てくるとし、うことでした．しかし，今年から教職の科目

のコマ数が増えたみたいです．この傾向はここから何

年かは続くとおっしゃっていたため，より学生の要望

に沿った履修登録がで、きるよう改善されてしてと思わ

れます．

次に，要望者め2項目白，f図書館を始業前からJとし、う「図

書館開館時間の延長jに相当する項目に対する回答を紹介

するこれも，Tlグ、ループによるもので‘ある．

図書館の方にお聞きしたところ，図書館の方の野勝

時間は 3:30からであるため，それより前の時間に開

館するとなると，図書館教員以外のアルバイト等を雇う

ことになってしまい，人材が確保できないとし、うことみ

たいですまた，電気代やエアコン代などがかかって

しまうことから，財源を確保することが難しく，これらの

理由から図書館を始業前から開館するとし、うことは難

しいとのことでした．

最後に，要望書の 6項目白，「駐輪場への屋根設置Jに対

する，次の回答を紹介する．これは，T3グループによるもの

である．

学務に問い合わせたところ，学生の要望は理解で

きますが，予算の関係上今すぐに対処することは難し

いという回答をいただきました．

なので，河童は建物内で着用するなど学生の皆様

ご自身で対応していただければ幸いです．

エの授業では，回答書に対して，Eクツレープから， I受講

者制限の改善」に関する「期待しているJとし、うコメントや， f駐

輪場への屋根設置Jに関する「予算のことは納得せざるをえ

ないが，要望を忘れないでほししリというコメントなどが発表

された．

4. 活動を通じた学生の経験

「模擁生徒会活動Jは，受論生にとってb、かなる経験をもた

らしうるもので、あったので・あろうか．ことでは，エの授業の最

終回に受講生に記すように指示した事柄のうち，「この授業

で‘最も印象深かった出来事や経験jに対して，今回の活動

に向批Lて記述されたものを取り上げたいこれをもとに，Eグ

ノレープに所属していた学生，Tグ、ノレープに所属してーいた学

生，その他のグ、ノレープに所属していた学生のそれぞれにお

いて，当該の活動を通じた経験にいかなるバリエーションが

ありうるのかを探ってし、くことにしたい．

4. 1. 生徒会執行部役グパfープ所属学生の場合

Eグループに所属していた3名の学生の記述を順に引用

しよう．

改善してほしいと感じるところをその理由とともに教

師側に伝えることで， 自分も学校運営をしているよう

な気分になった．要望が通らなかった事項に関して，

「なぜ通らなかったのかJ.rどのようにすれば通るの
だろうか」など，もう一度考え直すこともできた．この，

要望書の改善がいちばん難しく，グループの人たち

と一緒に多くの案を出し，考えることができた．

一番，実践的なところが，印象に残っている．（略）

学校で起こる問題や，運営について，リアノレな部分を

経験として，向きあい，考えたことが，印象的で、，生徒

一人一人はいろんなことを考え，どんなふうに学校を

感じてしものか，それ／ぞれであるとし、うことや，それら

をうまくまとめあげることと，その難しさを知ることがで

きた．学校で、働くために必要なことを直接学びとれた

と感じた．
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最も印象深かったのは， Eグノレープにおける要望

書作成である．個人的にはたの要望も多いのかJと

いろんな学生の意見を知ることができたからである．

同時に，自分は経験したことのなかった生徒会を疑

似体験してみて，行動力がないとなかなか勤まらな

いと感じた．要望書というものも，今まで書いたことが

なかったため，きちんとした書式や言葉づかいにつ

いても知ることができた（略）この授業でのこの体験は，

自分にとってはウォーミングアップのようなものだった

のかもしれない．

以上の3名の言目的もは，Eグツレープに所属する学生の

経験には，次のようなバリエーションがありうることがうかがえ

る．すなわち，①字二校の運営に関わるリアノレな問題に実際に

取り組んでいるとし、う実感，②その取り組みを通じた生徒・学

生の多様な意見や考えへの気づき，③その多様な意見を集

約し要望書へと構成することの困難，④その困難にグルー

プメンバーと協働して取り組む意義の英感，⑤以上の体験の

将来にとっての意義の実感，といったことになろう．

4. 2. 教師役グループ所属学生の場合

Tグループに所属していた学生は， 11名が「模擬生徒会
活動」に言及していたそれらの記述のうちから，Tクツレープ

所属学生に特有の経験を述べているものについて，その経

験の程識に着目しながら引用しよう．

第 1に，教師｛JllJに立つ経験とその意義の実感に言及する

記述である．

実際に教師の立場に立って，生徒会の人たちとや

りとりしたのは，初めてだったので印象に残っていま

す．

一番印象に残っているのは，生徒会執行部からの

要望に対して回答書を作成するという作業です．教

師の「教えるj仕事とはまた具なる種類の仕事を経験

することができました．表には直接あらわれない裏で

の仕事はこのように行われているとし、うことを知ること

ができました．

第 2に，回答書の作成にあたって実際に閣係部署に聴き

取りにまわるとし、う活動の新規性・意外性に由来する強い印

象の形成である．次の記述のとおりである．

生徒からの要望に，教師が回答する際に，教師が

判断するのではなく，その要望に関わる部所に意見

や回答を聞きにし、かなければならないとし、うことが意

外で印象に残っている．

学務などに，学生からの要望を解決するために聞

いて回ったことで、す．学校の授業を今まで受けてきて

こんな活動を自分で、考えでしたことはなかったので‘

印象に残りました．

特に生徒側からの要望書に応えるために各関連機

関に聞き取り調査をするという活動は，今まで経験し

たことがない活動だ、ったので，印象に残っている．

第 3に，関係機関・部署に聴き取りにまわるとし、う活動を通

じて，学生生活に関連する組織等に対する発見や認識の変

容が促されるとし、う経験である．次に示す記述にそれがうか

がえる．

最も印象深かったのは，要望書の項目の一つを三

重大の正門の近くにある事務局まで聞きにし、ったこと

です．はじめてー行く建物で、あったし，いつも見ている

（としちか視界に入っている）建物で、あるにもかかわら

ず，事務局であると認識すらしていなかった建物に，

手ぶらで乗りこんでしてのはかなり緊張した．また，

「教育学部棟内に自動販売機を設置してほししリなん

て意味のわからない突発的な頼みをひっさげて乗り

こんでしてのも，怒られるんじゃなし、かと内心不安で

あった．実際には，とても優しく質問に答えてください

ました．

学務に直接学生の意見や疑問・要望を伝えに行っ

たこと丁寧に応えて頂いて，学務をもっと利用した

いと思った．

授業とはあまり関係なし、かもしれないが， 三重大学

にもう2年以上居ながら，事務局や他の色んな大学を

運営してくれている所があるのを知らなかったため，

その日初めて， 三重大学には，たくさんの運営の部

署があること，私が知らない，本当にたくさんの仕事

を陰で、してもらっていたことを知った．

学校生活を送っている中でfここが改善されればよ

りよい学校生活を送ることができるのにjと思うことは

多くあるが，学校は様々な人々の協力や連携によっ

て運営されているため，全ての学生の要望に応える

64ー



教員養成教育における生徒会活動に関する授業：の記l!題

ということがどれだけ難しし、かとし、うことを身を持って

理解することができた．

4. 3. その他のグループ所属学生の場合

Eグループ・Tグループ以外のグループに所属していた学

生の言己主には，次のようなものがある．

まず， Cグループに所属していたある学生は，次のように，

教師側に働きかけたとし、う自身の生徒会活動に関わる経験

を想起しながら，教師と生徒の両方の立場から特別活動の

意義を確認したと述べている

自分自身が生徒会や児童会に関わった時に行っ

た服装問題や清掃活動への取り組みとして行った資

料作りや先生へと話を持ちかけて職員会議の議題と

してもらっていたことなど＼今回教師・生徒両方の立

場から考えたことで特別活動の役割を初めて知ること

ができたように思う．

次に引用するのは，Pグループに所属していた学生の記
述である．この学生は， Eグノレープによる要望書作成が自身
にとって令ーする意義に言及してーいる．その意義は，教職に就

く将来を想定した際に生じるものであるという．

役割にわかれて実際に通信をつくってみたり，し

おり 7）や要望書を考えたことがとても印象深かったで

す．おそらく，将来教師になったときに，し、きなりつく

ろうとしても，とまどってしまうと思うので，経験ができ

てよかったと感じました．

上の2つの記述にみられるように， EグループやTグルー

プに所属していなかった学生においても， f模擬生徒会活動」

には，生徒会活動に関わる経験を保障しうる可能性があると

いえよう．

ただし，Pグ‘ノレープに所属していた学生が次のように述べ

ており，グループ聞で、経験に差があったことは事実で、あろう．

他グ．ノレ←プが，要望書の作成や，行事の企画をし

ており，そのような活動に関わったことがないため，

やってみたかったという興味があった．

5. まとめ

本稿のまとめとして，事例として取り上げた「模擬生徒会活

動Jの特質に即して本活動の意義と限界を確認し，教員養成

教育における生徒会活動に関する授業の課題を示すことに

する．

：意義としては，第 1に，学生で、ある自分たちにとっての問

題を扱い，その解決に向かうとしち活動の特質により，他で

はえがたい経験を保障しうるとし、うことがある．本活動は，模

擬授業のかたちを借りたものの，活動を通じて扱われたのは，

直接には，中学校や高等学校における生徒にとっての問題

や学習内容としてではなく，大学の場で今まさに直面してい

る問題としての事柄であった．このことが，受誹生全体から多

方面にわたる意見が集まることとそれに観的ミされてEグノレ

ープが要望書作成に取り組むこととの条件になっていたと考

えられる．自分たちにとってのりアルな問題に取り組むがゆ

えに，4.1で確認したように，困難でありながらも，要望書へと

まとめる課題に協力して取り組むことが促されたと考えるので

ある

Tグノレーフρの活動については，学生にとっての実際の問

題を扱っているからこそ学内の関係機関・部署に聴き取りに

行くことが可能で、あったとしウ条件もあったが，その活動に新

規性を感じながら取り組んだり，活動に関する強し、印象を形

成したり，発見や認識変容が促されたりしたとし、った4.2で、確

認したような経験は，自分たちにとっての問題を扱っていると

いう点にも由来しているのではなかろうか.Tグ、ノレープは，教

師役として，教師間（グループ内），教師・生徒間（対 Eグル

ープ）のコミュニケーションに加え，関係諸機関・部署との聞

でもコミュニケーションをとるとし、う複雑な役割を担っていた

わけだが，その際，自分たち学生にとっての問題を扱って関

係機関・部署とやりとりする前面に立っていたともいえる．そ

の意味では，し、っそう複幸Wt立場で・活動したということになろ

う．このように多様な立場で‘の多様なコミュニケーションを伴う

活動で、あったがゆえに，Tグ、ノレープ所属学生の経験のバリ

エーションとして，教師｛JUJに立つ意義の実感と，学生生活に

関わる発見や認識変容とがありえたのかもしれない．

EとT以タトの，CグループとPグループに所属してし、た

学生たちは，EグノレープとTグループからの発表の機会を

中心に，自分たちにとっての問題がし、かに扱われていくかを

折に角批Lて目の当たりにしてし、くことになった．

本稿ではじめに述べたように，生徒会活動には，実際の

問題解決に関わる活動への生徒の参画こそが課題となると

いう特質があり，当の生徒たちにとって何がいかに問題で・あ

るかが，生徒会活動の展開にとって非常に重要で、ある．した

がって，学生たちに中学校・高等学校時代の生徒会活動に

関する経験の不十分さがあることを前提に， 一定の代替的な

経験を保障することを目的とするならば，教員養成教育にお

ける生徒会活動に関する授業においては， 当の学生たちに

とっての問題を扱うことが，一つの課題となりうるとし、えよう．

I模擬生徒会活動Jの意義は，第 2に，教師役を設けたこ
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とにより，受講生による教職に向かう意識の形成や，教臓を

意識した当該活動への意味付与に寄与しえたと考えられる

ととである．自身が将来教職に就くという展望と関連づけな

がらなされるこうした活動の経験は，教師役のTグノレ←プ所

属学生のみならず，4.1と4.3で確認したように，教師役では

なかった学生においても成立しうるといえる.2.2で向財もた宮

下の実践や古里の実践は，宮下と古里によって紹介された

実践内容から判断する限りにおいては，教職への直接の関

連づけよりは，学生という立場での自分たちの問題に関わる

意識や活動に焦点がある．しかし，活動を通じてより直接的

に教職に関連づける経験を保障しうるとすれば，教員養成教

育における生徒会活動に関わる授業においては，教師役を

設ける方法を採用することによってその実現を追求すること

は，一つの課題になりうるといえよう．

一方で、，この「模擬生徒会活動jには，限界もある．まずは，

設けられたのがあくまで、「僻ljとしての教師jで、あり，その「役

者！としての教師」宛てに要望書が作成されたととにより，本来

向かう先に要望が直接に向けられるかたちになっていなし、と

いう限界である．つまり，問題解決に向かう活動としては間接

的な部分があり，まさに模援的なものにとどまっていると，そ

の限界を指摘しうる．問題解決に向かうとし、う点からより望ま

しいのは，Tグ‘／レープが経験したような，聴き取り先での丁寧

な対応への感謝や，大学・学部運営の一端に触れた肯定的

実感，要望実現の困難さの発見に加え，それをふまえたさら

なる活動の展開がみられることだといえよう．これは，一定程

度継続的な，カリキュラム外で、の活動＠として展開されること

になろうから，数回分の授業の範囲を超えるものではあるが，

では，授業を通じてそうした活動への接続を促しえたかとい

うと，担当教員の筆者からすれば，心もとない．

また別の限界としては，グループ間で、経験の質に偏りが生

じていた可能性があるが，そうした経験の差異をサづまに把握

しながら展開する活動にはなっていなかったということもある．

これらの限界を捉えたうえで，教員養成教育における生徒

会活動に関する授業の課題を示すならば，一つは，それが

いかに可能かを明示することは現段階で筆者にはできない

が，学生が自分たちにとっての問題の解決に取り組む活動

を取り入れる際には，カリキュラム外の活動との関連を意識し

ておくとし、うことになろう．

また，授業の展開過程で，ひろく受講生問で経験を共有し

あえるよう試みることも教員養成教育における授業の課題に

なろう．本稿で取り上げた「模擬生徒会活動jの例でいえば，

Eグループの要望書作成にあたっての苦労や喜びや，Tグ
ノレープの回答舎作成にあたってえられた実感とし、ったことが，

当のグループのメンノくーから全体に十分に示されうる場面を

設定できていれば，グループ聞の経験の差異に基づきつつ，

より意義のある経験を受講生たちに保障しえたので、はない

かと推測される．つまり，全グノレープのメンバーが「模擬生徒

会活動jに教師役や生徒会執行部役として直接に関わると

いうことがなくても，そうした役を担った学生の経験を共有す

ることによる学習は可能になるはずなのである．その機会に，

例えば，Tグループ所属の学生から，教師としての役割をい

ったん離れ，学生としての感覚で，関係諸機関・部署に聴き

取りに訪れた際の体験が語られるとし、った場面が生じれば，

自分たちにとっての問題の解決に向かう学生同土の関係、が

その場面では成立しやすい，とし、うこともあったかもしれない．

以上のように，限界をふまえた課題の提示が，ありえたか

もしれない可能性を推測するとしづ仕方によってなされざる

をえないのは，受講生たちの経験の質を十分に捉えられて

いないためでもあるといえよう．したがって，授業の問題点を

見極めて改善のための方策を探るために，受講生たちの経

験を十分に捉えて実践を舎利回する手立ての追求が，教員養

成教育における生徒会活動に闘する授業においても課題と

なることを指摘しておく必要がある．

ところで， 2.1で述べたように， f模擬生徒会活動Jl-J:.r模
擬生徒会活動・学校行事」のうちの一部であった．また，「模

擬生徒会活動・学校行事jは，グループこ、とのペーパー課題

への取り組みと平行して行われたものであった．本稿の考察

をふまえてさらなる実践を展望する際には，これら授業全体

がし、かに成立しており，授業全体を通じた受講生たちの経

験がし、かなるもので、あったのかということを検言寸する必要が

あろう．これは，残された考察課題であるが，最後に，この考

察課題に関連して，エの授業最終回に受講生たちが記した

「最も印象深かった出来事や経験」から， 「模擬生徒会活動・

学校行事Jの意義の所在を示すもの6名分を引用しておきた

い.)I聞に，Tグ、／レーフ官庁属で、あった3名，Cグノレープ所属で、

あった2名，Pグ‘／レーフ育庁属で、あったl名によるものである．

実際に生徒会・委員会，およびそれを管理する教

師側の立場・にそれぞれが立つことで，中学・高校時

代は全校生徒の数%しか経験で、きなかったで、あろう

学校の／レーノレ改訂’や企画運営のメカニズトム，それぞ

れの思惑について深く考察することが出来た．

授業を構成するものが全て，自分たち学習者側の

活動で・成り立っていたこと，それを経験できたというこ

とがとの授業で‘もっとも印象に残った要素で、す．

役害IJに分かれて実際にアンケートを作成したり，通

信や，クラスマッチのプログラムを作成したり，とても

本格的な作業で、あったし，その分，班員の意見をまと
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めたり，パソコンで、打ち込んだ、り，とても大変で、あった．

しかし，その大変さは将来現場へ出た時に味わうこと

であるので実体験がで・きてとても良かったし，多くの

役員，職員との連携の大切さを体験から学ぶことが出

来て良かった．

グツレープのメンバーとたくさんの議論を重ねること

ができたことが印象に残っている．学年やコースがま

ざっていたことも，実際には今よりもより年齢や世代差

や専門が異なる先生ばかりが集まるが，職員会議や3

学年団などとし、う雰囲気やこういうものなのかな，と想

像することができた．

今まで受けてきた授業の中で，あれほど，それぞ

れの班によってやることが異なり，現実の学校社会を

模したものはありませんでした．そんな授業を受ける

中で，私が児童，生徒で、あった頃，それぞれの行事

がその実行委員のみで動いていたように感じていた

ことを思い出し，裏には教師と児童・生徒の聞に様々

なやり取りがあったことを感じさせました．

自分たちの班だけでなく，周りのグ、／レープとの連携

を取らないと活動をすすめることができない状況のな

かで，そのグループ聞で意見を受流させたり，情報を

交換したりすることが多かった．グ．ノレープ内で、意見を

出したり，情報を交換したりするだけでなく，異なる役

割を与えられたグループ同士で意見を交流させるこ

とで，活動内容が深まったり，進展したりといった経験

をした．

委員会活動も生徒会活動に位置づけられるものであり，E

グループとTクγレープの取り組みは，学校行事知子委員会
役のCク〉レープと，広報委員会役のPグ、ループによる取り

組みと接続され，生徒会活動に関する取り組みと学校行事

に関する活動とが深く連関しながら，「模擬生徒会活動・学

校行事jは成立すべきものである．上に引用した6名の記述

からは，「模擬生徒会活動・学校行事Jを通じて，4種のグル

ープが，グループ内でもクソレープ聞で、も交流しあう経験を

重ねられていた可能性をうかがうことができる．その経験もま

た，あるかたちで中学校・高等学校時代の経験を楠うもので

あったり，教職への意識の形成に寄与するもので、あったりし

うることも，確認できよう
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注

1）特別活動は，小学校においては，学級活動，児童会

活動，クラブ活動，学校行事，中学校においては，学

級活動，生徒会活動，学校行事，高等学校において

は，ホームノレーム活動，生徒会活動，学校行事によっ

て構成されている．

2）中学校と高等学校で同一である．

3）こうした問題について教師自身が言及したものとし
て，座談会における関谷純（高校耕市）の次の発言が

ある．すなわち， f酒田さんが，基調発題で f生徒会

活動の形脅刻ヒや生徒の自治意識の低下jはもとより，

「教師自身の自治経験がまったくないjことが，し、

ま，生徒会指導の深刻な問題だと指摘されています

が，私も高校大学時代にまったく自治活動の経験がな

いんです．中学校の生徒会は，学校が荒れていて名前

だけでした」という発言である（酒田ほか 2013).

4）入学年度によって生活指導論と特別活動論日という

異なった授業名があるが，いずれも「特別活動の指導

法jlこ相当する免許取得希望者必修の授業科目であり，

中学校・高等学校免許取得のための内容で構成されて

いる．授業企体は筆者を含む2名の教員で担当したが，

本稿で取り上げる実践の担当は筆者である．

5）模撮殺業が 「授業の組立て方や指導法などを体験的

に学んだり検討したりするために，実際の授業を想定

した場で実践を模して行う授業jであり，『学生や研

修生同士が生徒役となることが通例」であるとの指摘

（木内 2004）に沿ったもので、ある．

。 三重大学構内の「環境・情報科学的側l陥 .1階に

展示ホーノレ， 2階と3階に各種の学習用スペースが設

けられている．

7)Cグループは，企画した学校行事のしおりを作成する

とし、う課題に取り組んだ．

8）カリキュラム外での大学に対する取り組みとして

は，例えば，「休学費」減額のためのある学生による

活動が話題になった．まなぞうド、ツ卜コム（2016)

「日本女子大学を本気で変えようとした話.J 

(http://www.manazooα:>0.com/en町r/2016/10/09/171

855) (2016年 11月20日）．
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SUMMARY 

In Japan，“student council activities'’ぽecategorized 
as“sp回ialactiviti白”mthe curriculum of junior high 
schools and high schools.τ'hepu中 O配 ofstudent council 

activitiesお toenable practi伺Ilearning through 

participation in activitiesおrimproving school life. It is 

nece田辺γfor飴achersto provide guidance加facilita民

such activities and learning.官ierefore,one of the 

missions of teacher training education in universiti白 is

旬educa句studentsto b配ometeachers who伺 nprovide

such guidance. 

I am in charge of university classes dealing with 

student council activities. In each class，血estudents 

form two groups. One group undertakes the role of the 

executive of the student council. The other group 

undertakes the role of the teacher. All students 

including the members of the two groups interact with 

each other in these classes. In this paper, based on a 

位田 studyof these classes, I investigate the issues 

related 加classeson s加dentcouncil activities in teacher 

training education. 

KEYWORDS: student council activities, special 

activities, teacher training education, sovereign 

education, citizenship education 
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